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No.No.

6060
1 人間としての尊厳を守り、良質で温もりのある医療を提供します。
2 安全と安心の医療を提供し、信頼される病院を目指します。
3 地域の医療機関と連携を密にし、質の高い急性期医療・専門医療を実践します。
4 災害救護活動ならびに医療社会奉仕に努め、赤十字活動を推進します。
5 自己研鑽に努め、次代を担う医療人を育成します。
6 一人ひとりが生き生きとし、働きがいのある病院を目指します。

人道、博愛、奉仕の赤十字精神に基づき、医療を通じて、地域社会に貢献します。

基本理念

基本方針

M a t s u y a m a  R e d  C r o s s  H o s p i t a l

松山赤十字病院

 

新
任
副
院
長
紹
介 

副
院
長

西
㟢　

隆

　

平
成
25
年
４
月
1
日
付
け
を
も
ち
ま

し
て
、
副
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
況
を
鑑
み
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
就
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
、
外
科
部
長
と
し
て
当
院
に
赴

任
し
た
の
は
、
12
年
前
の
平
成
13
年
4

月
で
す
。
当
時
、
当
院
は
芸
予
地
震
の

被
害
、
医
療
費
削
減
政
策
、
診
療
報
酬

引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
10
数
億
円
の

負
債
を
抱
え
、
年
末
の
ボ
ー
ナ
ス
は
分

割
給
付
、
い
つ
日
赤
本
社
管
理
、
つ
ま

り
一
般
企
業
で
い
え
ば
、
倒
産
宣
告
を

受
け
る
か
も
し
れ
な
い
状
況
で
し
た
。

平
成
15
年
10
月
に
渕
上
院
長
が
就
任
さ

れ
、
原
価
計
算
、
院
長
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、

B
S
C
な
ど
の
経
営
手
法
を
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
職
員
の
活
躍

に
よ
り
累
積
赤
字
は
解
消
、
さ
ら
に
こ

の
数
年
は
全
国
92
カ
所
に
あ
る
赤
十
字

病
院
中
、
ト
ッ
プ
の
黒
字
決
算
を
出
せ

る
ま
で
に
な
り
、
私
も
一
職
員
と
し
て

誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
次
の
12
年
後
の
２
０
２
５

年
に
は
、
日
本
の
高
齢
者
人
口
が

3
，
５
０
０
万
人
を
超
え
る
、
世
界
史

上
に
も
類
を
み
な
い
、
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
た
め
、
医
療
・
介
護
は
、
時

代
の
常
識
を
覆
す
よ
う
な
思
想
転
換

（
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
）が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
今
後
12
年
間
は
急
性

期
医
療
の
需
要
は
増
加
し
ま
す
が
、
そ

れ
以
降
は
減
少
、
介
護
医
療
は
急
速
に

需
要
を
増
し
、
2
0
2
5
年
以
降
も
増

加
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
へ
の
素

早
い
対
応
が
、
当
院
の
勝
ち
残
り
に
は

必
要
で
す
。
ま
た
、
今
後
30
年
以
内
に

60
％
以
上
の
確
率
で
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
発
生
し
、
最
悪
、
津
波
で
約

23
万
人
、
建
物
倒
壊
で
約
8
万
2
千

人
、
火
災
な
ど
で
約
1
万
人
の
計
約

32
万
3
千
人
が
、
死
亡
す
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
で
き
る

限
り
多
く
の
命
を
救
え
る
様
、
赤
十
字

病
院
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
ま
さ
に
、
嵐
の
時
代
に
突

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
危
機
感
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
ど
こ
の
職
場
で
も

「
今
い
る
場
所
が
、
自
分
に
と
っ
て
使

命
の
場
所
」と
決
め
て
、
仕
事
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
横
田
、
小
谷
両
副
院
長
、

そ
し
て
全
職
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合

せ
、
渕
上
院
長
を
助
け
、
当
院
の
い
っ

そ
う
の
発
展
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

［
略
歴
］

昭
和
60
年（
1
9
8
5
）：

九
州
大
学
医
学
部
卒
業

九
州
大
学
第
二
外
科
入
局
、
研
修
医

昭
和
61
年（
1
9
8
6
） 

：

広
島
赤
十
字
原
爆
病
院
外
科
・

研
修
医

昭
和
62
年（
1
9
8
7
） 

：　

九
州
大
学
第
二
外
科
・
医
員

昭
和
63
年（
1
9
8
8
）：

米
国
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
外
科
・
留
学

平
成
元
年（
1
9
8
9
） 

：

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ウ
ン
ト
・

サ
イ
ナ
イ
医
科
大
学
外
科
・
留
学

平
成
３
年（
1
9
9
1
） 

：

九
州
大
学
第
二
外
科
・
医
員

平
成
４
年（
1
9
9
2
） 

：

福
岡
市
民
病
院
外
科
・
医
長

平
成
５
年（
1
9
9
3
） 

：

九
州
大
学
第
二
外
科
・
助
手

平
成
８
年（
1
9
9
6
） 

：

松
山
赤
十
字
病
院
外
科
・
副
部
長
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が
ん
診
療
推
進
室
室
長
、

災
害
対
策
委
員
会
委
員
長

　

平
成
25
年
4
月
1
日
付
け
で
臨
床
腫

瘍
科
部
長
を
拝
命
し
ま
し
た
白
石　

猛 

（
し
ら
い
し　

た
け
し
）で
す
。
臨
床
腫
瘍

科
は
新
し
く
設
立
さ
れ
た
部
門
で
あ
り
、

そ
の
初
代
部
長
と
言
う
立
場
に
任
命
さ

れ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
日
本
で
は
、
人
口
の
高
齢
化
に

伴
い
2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な
り
3
人

に
1
人
は
が
ん
で
命
を
落
と
す
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
将
来
の
が
ん
患
者
の
増

加
に
備
え
平
成
19
年
が
ん
対
策
基
本
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
政
策
に
基

づ
き
、
愛
媛
県
で
は
7
つ
の
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

松
山
赤
十
字
病
院
も
そ
の
一
つ
で
す
。
当

院
で
は
、
外
来
化
学
療
法
、
緩
和
医
療
、

が
ん
地
域
連
携
パ
ス
、
そ
し
て
が
ん
登
録

を
総
括
す
る
目
的
で
が
ん
治
療
推
進
室

を
設
立
し
、
設
立
時
よ
り
副
室
長
と
し

 

新
任
部
長
紹
介 

て
活
動
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
の
流

れ
の
中
で
、
切
除
不
能
固
形
癌
の
化
学

療
法
に
よ
る
治
療
を
包
括
的
に
行
う
診

療
科
と
し
て
臨
床
腫
瘍
科
は
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
は
松
山
の
出
身
で
す
が
、
父
親
の

仕
事
の
関
係
で
茨
城
県
の
高
校
を
卒
業

し
て
お
り
ま
す
。
が
ん
治
療
に
興
味
が

あ
り
、
平
成
5
年
に
九
州
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
母
校
の
第
二
外
科
に
入
局
し

ま
し
た
。
大
学
院
に
て“
悪
性
腫
瘍
の

分
子
生
物
学
的
解
析
”の
研
究
を
行
っ
た

後
、
九
州
大
学
生
体
防
御
医
学
研
究
所

付
属
病
院
、
佐
賀
県
立
病
院
に
勤
務
し
、

平
成
19
年
4
月
よ
り
松
山
赤
十
字
病
院

外
科
に
勤
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
化

器
外
科
専
門
医
も
取
得
し
て
い
た
の
で
、

消
化
器
外
科
の
手
術
治
療
を
中
心
に
診

療
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
手
術
だ
け
で

は
無
く
が
ん
の
診
療
を
よ
り
包
括
的
に

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
平
成

21
年
4
月
に
、
が
ん
化
学
療
法
緩
和
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
副
セ
ン
タ
ー
長

に
な
る
と
同
時
に
、
手
術
治
療
か
ら
離

れ
外
来
化
学
療
法
室
と
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
の
専
任
医
師
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

化
学
療
法
と
緩
和
ケ
ア
は
、
一
見
す
る
と

水
と
油
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
本
来
同
時
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ

り
、
特
に
予
後
不
良
な
固
形
腫
瘍
で
は

治
療
の
目
的
が
、
Q
O
L
を
維
持
し
た
予

後
の
延
長
で
あ
り
目
的
が
一
致
し
ま
す
。

　

E
videnced based m

edicine

（
Ｅ

Ｂ
Ｍ
）
は
現
在
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

２
０
０
０
年
ぐ
ら
い
よ
り
医
療
に
持
ち
込

ま
れ
た
新
し
い
概
念
で
す
。
抗
が
ん
剤
の

分
野
で
は
、
こ
の
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
対
す
る
深
い

知
識
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
治
療

効
果
と
予
想
さ
れ
る
副
作
用
を
科
学
的
に

提
示
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
た
だ

し
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
だ
け
で
治
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
決
め
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん

の
価
値
観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
社
会
的

な
状
況
等
、
様
々
な
事
が
問
題
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
臨
床
腫
瘍
科
で
は
、
個
々
の

症
例
に
合
わ
せ
た
、
一
番
良
い
治
療
を
行

う
為
に
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
外
来
化
学
療
法
室
で
治

療
を
行
う
症
例
は
、
全
て
各
科
の
主
治
医
、

薬
剤
師
、
看
護
師
、
臨
床
心
理
士
、
の
参

加
す
る
化
学
療
法
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
で

多
角
的
な
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

際
に
、
緩
和
ケ
ア
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、
病
状
説
明
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、
と
言
っ
た
包
括
的
が
ん
医
療
も
同

時
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
が
ん
患
者
の
増
加
へ
の
対
応

を
考
え
る
時
に
、
地
域
医
療
と
の
連
携

が
非
常
に
大
切
に
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
愛
媛
の
が
ん
診
療
拠
点
病
院
と

し
て
関
連
施
設
の
先
生
方
の
一
助
と
な

れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

［
専
門
領
域
］

消
化
器
が
ん
を
中
心
に
し
た
化
学
療
法

緩
和
医
療

［
資
格
］　　

日
本
臨
床
腫
瘍
学
会
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医

日
本
緩
和
医
療
学
会
暫
定
指
導
医

日
本
消
化
器
外
科
学
会
専
門
医

消
化
器
が
ん
外
科
治
療
認
定
医

日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
が
ん
治
療

　

認
定
医
・ 

暫
定
教
育
医

日
本
外
科
学
会
専
門
医

 

新
任
部
長
紹
介 

臨
床
腫
瘍
科
部
長

白
石 　

猛

平
成
10
年（
1
9
9
8
）：

九
州
大
学
第
二
外
科
・
助
手　

平
成
11
年（
1
9
9
9
）：

九
州
大
学
第
二
外
科
・
講
師

平
成
13
年（
2
0
0
1
）：

松
山
赤
十
字
病
院
外
科
・
部
長

平
成
17
年（
2
0
0
5
）：  

松
山
赤
十
字
病
院
外
科
・
代
表
部
長

平
成
25
年（
２
０
１
３
）４
月
～

現
職
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当
院
の
乳
腺
外
科
の
歴
史
を
ひ
も

と
き
ま
す
と
、
九
大
第
二
外
科
の
先

輩
で
あ
る
田
代
英
哉
が
、
平
成
9
年

6
月
に
外
科
の
一
部
署
と
し
て
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
筒
井
信
一
、

井
上
博
道
と
赴
任
し
、
私
で
４
代
目

に
な
り
ま
す
。
乳
腺
外
科
で
は
人
間

ド
ッ
ク
、
乳
癌
検
診
の
二
次
診
断
、
先

生
方
か
ら
の
紹
介
患
者
さ
ん
の
診
断
・

治
療
と
、
診
断
・
手
術
・
術
後
補
助

療
法
・
再
発
治
療
ま
で
一
貫
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
年
間
約
80
例
の
乳

癌
手
術
、
約
60
例
の
化
学
療
法
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
昨
年
度
、
初
め
て
標
榜

科
と
し
て
乳
腺
外
科
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、平
成
22
年
10
月
か
ら
は
、

乳
癌
術
後
患
者
の
地
域
連
携
パ
ス
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
域
の
先
生
方
に

は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
私
が
赴
任
後
に

取
り
組
ん
だ
事
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス

（
証
拠
）に
基
づ
い
た
治
療
で
あ
る
、

Evidenced Based M
edicine 

（
Ｅ
Ｂ

Ｍ
） 

の
実
践
と
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
で

す
。
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
実
践
と
し
ま
し
て
は
、

週
１
回
ブ
レ
ス
ト
ケ
ア
ー
チ
ー
ム（
乳

腺
外
科
医
・
放
射
線
科
医
・
病
理
医
・

が
ん
治
療
専
門
薬
剤
師
・
乳
が
ん
看

護
専
門
看
護
師
・
エ
コ
ー
検
査
技
師
・

病
理
担
当
技
師
な
ど
）で
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
開
催
し
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
基
づ
き
、

全
症
例
の
術
後
補
助
療
法
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
化
学
療
法
を
必

要
と
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、

週
１
回
の
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
で
適

切
な
レ
ジ
メ
ン
、
家
族
背
景
、
副
作

　

平
成
25
年
4
月
1
日
付
け
第
二
脳

神
経
外
科
部
長
を
拝
命
し
た
梶
原
佳

則（
か
じ
わ
ら
よ
し
の
り
）で
す
。
前

主
任
部
長
の
曽
我
部
貴
士
先
生
が
退

用
対
策
等
に
関
し
て
検
討
を
加
え
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
理
想
的
な
チ
ー
ム
医
療
を
実

践
す
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
様
々

な
こ
と
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
チ
ー
ム
医
療
と

い
う
言
葉
が
日
本
に
広
ま
っ
て
10
年

が
経
過
し
、
様
々
な
施
設
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
施
設
で
も
ま
だ

ま
だ
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
、

そ
の
医
師
が
興
味
を
持
っ
て
積
極
的

に
行
う
内
容
し
か
先
に
進
ん
で
い
か

な
い
の
が
現
状
で
す
。
チ
ー
ム
医
療

に
お
け
る
最
近
の
考
え
は
、
あ
る
こ

と
を
行
い
た
い
と
い
う
案
が
あ
が
っ

た
時
、
そ
れ
に
最
も
適
し
た
ス
タ
ッ

フ
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
そ
の
リ
ー

ダ
ー
と
様
々
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

職
種
の
垣
根
を
超
え
て
意
見
を
出
し

会
い
、
実
践
し
て
い
く
事
が
理
想
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
が
こ
の

流
れ
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
全
体

を
見
渡
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
れ

ば
、
様
々
な
チ
ー
ム
医
療
が
同
時
並

行
に
進
ん
で
い
く
と
考
え
ま
し
た
。

実
際
前
年
度
に
は
下
記
の
よ
う
な
先

進
的
な
試
み
が
い
く
つ
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
①
乳
癌
患
者
の
子
供
の

サ
ポ
ー
ト
、
②
乳
癌
患
者
の
就
労
支

援
、
③
薬
剤
師
の
化
学
療
法
の
副
作

用
対
策
へ
の
積
極
的
な
関
与
、
③
乳

癌
看
護
専
門
看
護
師
に
よ
る
癌
告
知

後
の
サ
ポ
ー
ト
、
④
バ
リ
イ
さ
ん
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
バ
ッ
チ
作
成
を
通
じ
た

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
な
ど
。
本
年
度
、

部
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
乳
腺
疾
患
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
院
の
が
ん
推
進
診
療
室
と
協
力
し
、

地
域
の
が
ん
診
療
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
が
ん

に
関
す
る
講
習
会
や
研
修
会
の
開
催
、

が
ん
に
関
す
る
地
域
連
携
、
が
ん
治

療
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
を
積
極
的

に
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
さ
れ
、
前
第
二
部
長
で
あ
っ
た
武
智

昭
彦
先
生
が
主
任
部
長
に
昇
進
、
そ

の
後
を
受
け
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
平
素
よ

り
地
域
関
連
施
設
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
多
数
の
患
者
さ
ん
を

御
紹
介
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深

く
感
謝
致
し
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
香
川
県
丸
亀
市
の
出
身
で
、
平

成
６
年
に
広
島
大
学
医
学
部
医
学
科

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
我
々
ブ
レ

ス
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
の
目
標
は
、
松
山

医
療
圏
の
誰
も
が
最
高
の
乳
が
ん
治

療
と
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る

環
境
を
整
え
る
事
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
先
生
方
と
の
地
域
連
携
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
先
生
方
に

積
極
的
に
御
意
見
を
頂
き
、
松
山
医

療
圏
全
体
の
チ
ー
ム
医
療
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
・
御
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

［
略
歴
］

平
成
６
年　

佐
賀
医
科
大
学
医
学
部　

卒
業

平
成
６
年　

宗
像
医
師
会
病
院

平
成
７
年　

九
州
大
学
付
属
病
院　

第

二
外
科　

平
成
９
年　

九
州
大
学
大
学
院　
　
　

医
学
系
研
究
科　

外
科
系
専
攻

平
成
12
年　

社
会
保
険
仲
原
病
院　

平
成
16
年　

壱
岐
公
立
病
院　

副
院
長

平
成
17
年　

米
国　

M
D
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
癌
セ
ン
タ
ー
研
究
員（
腫
瘍
学
）

平
成
19
年　

貝
塚
病
院　

独
立
行
政
法

人
国
立
病
院
機
構
九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー

乳
腺
科　

平
成
20
年　

同　

副
部
長　
　

平
成
24
年　

松
山
赤
十
字
病
院
乳
腺

　

外
科　

副
部
長

平
成
25
年　

同　

副
部
長

現
在
に
至
る

［
主
な
資
格
］

日
本
外
科
学
会
指
導
医　

日
本
外
科
学

会
専
門
医　

日
本
外
科
学
会
認
定

日
本
乳
癌
学
会
乳
腺
専
門
医　

日
本
乳

癌
学
会
認
定
医　

検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
読
影
認
定
医

（
A
判
定
）乳
房
超
音
波
検
診
実
施
者　

日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
が
ん
治
療

認
定
医　

日
本
医
師
会
認
定
産
業
医

［
所
属
学
会
］

日
本
外
科
学
会　

日
本
乳
癌
学
会　

日

本
癌
治
療
学
会　

日
本
臨
床
腫
瘍
学
会

［
役
職
］

J
B
C
R
G
：
国
際
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
委
員

J
B
C
R
G
：
広
報
委
員	

シ
ン
デ
レ
ラ
研
究
会
：
世
話
人

［
賞
］

平
成
22
年　

第
28
回
日
本
癌
治
療
学
会

優
秀
演
題
賞
受
賞

平
成
24
年　

Best D
octors in japan 

に
選
出

を
卒
業
し
、
広
島
大
学
医
学
部
脳
神
経

外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
大
学
で
は

脳
腫
瘍（
悪
性
神
経
膠
腫
）の
遺
伝
子

発
現
の
研
究
で
学
位
を
取
得
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
に
あ
る
、M

.D
.A

nderson Cancer 
Center 

のN
euro-O

nclology

部
門

に postdoctoral fellow
 

と
し
て
１

年
半
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
悪
性

脳
腫
瘍
に
対
す
る
新
た
なcom

bined 
chem

otherapy 

開
発
の
基
礎
研
究
を

い
た
し
ま
し
た
。
留
学
後
は
島
根
県

立
中
央
病
院
を
経
て
再
び
広
島
大
学

病
院
に
て
、
脳
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
主
に
悪
性
脳
腫
瘍
の
治
療

に
関
わ
り
、
平
成
24
年
１
月
よ
り
当

院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

脳
腫
瘍
は
発
生
頻
度
的
に
は
人
口

10
万
人
あ
た
り
年
間
12
・
76
人
と
稀

な
腫
瘍
で
す
。
そ
の
中
に
は
良
性
の

髄
膜
腫
、
神
経
鞘
腫
、
下
垂
体
腺
腫

か
ら
、
悪
性
の
神
経
膠
腫
や
転
移
性

脳
腫
瘍
ま
で
幅
広
く
含
ま
れ
て
お
り
、

治
療
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
近
年
は
手

術
に
お
い
て
は
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
や
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
手
術
機

器
・
技
術
の
進
歩
が
あ
り
、
悪
性
神

経
膠
腫
の
術
後
化
学
療
法
に
お
い
て

も
、
２
０
０
６
年
の
テ
モ
ダ
ー
ル
の

承
認
以
降
、
本
年
1
月
に
は
ギ
リ
ア

デ
ル
が
承
認
さ
れ
、
夏
に
は
ア
バ
ス

チ
ン
も
保
険
診
療
許
可
見
込
み
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
治
療
は
複
雑
化
・

専
門
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
昨
年

か
ら
少
し
ず
つ
症
例
を
増
や
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
４
月
か
ら
は
広
島

大
学
で
同
じ
脳
腫
瘍
診
療
に
携
わ
っ

て
い
た
渡
邊
陽
祐
医
師
が
副
部
長
と

し
て
赴
任
し
ま
し
た
の
で
、
脳
腫
瘍

の
分
野
で
も
地
域
基
幹
病
院
と
し
て

の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
に
、
体
制

を
整
え
、
尽
力
を
尽
く
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
当
院
で
は
武
智
主
任
部
長

含
め
、
4
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
診
療
を

行
っ
て
お
り
、
急
性
疾
患
を
は
じ
め

と
し
、
可
能
な
限
り
迅
速
な
対
応
を
心

が
け
て
お
り
ま
す
。
当
院
で
も
主
な

診
療
は
、
脳
卒
中
・
血
管
障
害
な
ど

乳
腺
外
科
部
長

川
口 

英
俊

第
二
脳
神
経
外
科
部
長

梶
原 

佳
則

の
動
脈
硬
化
症
に
起
因
す
る
疾
患
が

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
高

血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
、
動
脈
硬
化

症
の
リ
ス
ク
疾
患
に
対
す
る
治
療
を

日
頃
診
療
さ
れ
て
お
ら
れ
る
、
地
域

連
携
医
療
機
関
の
先
生
方
と
の
連
携
、

御
支
援
な
く
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
御

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

［
略
歴
］

平
成
6
年　

広
島
大
学
医
学
部
医
学
科

卒
業
、
同
脳
神
経
外
科
入
局

平
成
7
～
9
年　

国
立
呉
病
院
脳
神
経

外
科

平
成
10
～
12
年　

国
立
療
養
所
広
島

病
院

平
成
12
～
15
年　

広
島
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
博
士
課
程
外
科
学

専
攻

平
成
16
～
18
年　

広
島
大
学
病
院　

脳
神
経
外
科

平
成
18
～
19
年　

M
.D

. A
nderson 

C
an

cer C
en

ter N
eu

ro-
O

ncology Postdoctral Fellow

平
成
20
年　

島
根
県
立
中
央
病
院
脳

神
経
外
科

平
成
20
～
23
年　

広
島
大
学
病
院　

脳
神
経
外
科

平
成
24
年
～　

松
山
赤
十
字
病
院　

脳
神
経
外
科　

副
部
長

平
成
25
年
～　

現
職

［
資
格
］

日
本
脳
神
経
外
科
学
会
専
門
医

日
本
が
ん
治
療
認
定
機
構
認
定
医
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地
域
の
医
療
機
関
の
先
生
方
に
は
、

日
頃
か
ら
、
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
25
年

4
月
1
日
付
け
で
地
域
医
療
連
携
室
副

室
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
森
田
美
恵

子
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、
日
頃
連
携

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
へ

自
己
紹
介
と
ご
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
私
の
看
護
師
と
し
て
の
経
歴

は
、
臨
床
で
は
、
小
児
科
、
内
科
、
脳

卒
中
セ
ン
タ
ー
等
を
中
心
に
経
験
し
、

そ
の
間
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

に
3
年
、
医
療
社
会
事
業
部
に
2
年
在

籍
い
た
し
ま
し
た
。愛
媛
県
支
部
で
は
、

日
本
赤
十
字
社
の
救
急
法
、
健
康
生
活

支
援
講
習
の
普
及
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
等
を
と
お
し
て
地
域
の
現
状

や
、
介
護
を
す
る
方
々
の
声
を
聴
き
、

急
性
期
病
院
や
療
養
施
設
等
の
機
能
分

化
が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
の
連
携
・
協
働
、
具
体
的

な
在
宅
療
養
支
援
の
必
要
性
を
実
感
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
院
は
、
平
成
9
年
に
地
域
医
療
連

携
室
を
開
設
し
、地
域
医
療
支
援
病
院
・

急
性
期
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
機
関

や
他
施
設
と
の
連
携
を
深
め
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
看
護
部
門

に
お
い
て
も
患
者
様
の
療
養
生
活
の
不

安
を
改
善
で
き
る
よ
う
に
、
療
養
支
援

地
域
医
療
連
携
室
副
室
長
紹
介

ナ
ー
ス
が
誕
生
し
、
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
17
年
に
は
、
地
域
医
療
支

援
病
院
に
認
可
さ
れ
、
地
域
の
皆
様
方

の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
、
医
療
、

看
護
、
介
護
の
連
携
が
充
実
し
、
医
療

環
境
が
変
化
し
て
も
、患
者
様
が
適
時
・

適
所
で
適
切
な
療
養
生
活
が
送
れ
る
よ

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
強
化
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
連
携
室
の
今
年
度
の
重
点
課
題

と
し
て
、
①
支
援
対
象
者
の
入
院
前
、

入
院
時
の
情
報
交
換
、
②
多
職
種
と
の

合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
推
進
、
③
人

事
交
流
や
研
修
に
よ
る
地
域
医
療
機
関

に
お
け
る
協
働
活
動
の
推
進
、
④
地
域

住
民
の
た
め
の
効
果
的
な
病
床
運
営
等

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の「
第
10
回　

地

域
医
療
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
0
1
3
」

は
、『
認
知
症
か
ら
学
ぶ「
ひ
と
の
こ
こ

ろ
」』～
認
知
症
と
向
き
合
い
、
支
え
合

う
た
め
に
～　

を
テ
ー
マ
に
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
「
認
知
症
の
家
族
」「
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
」「
認
知
症
認
定
看
護
師
」「
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」の
立
場
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
先
生
方
の
ご
講
演
を
い
た
だ

き
、
皆
様
の
ご
意
見
も
伺
う
予
定
で
す
。

　

現
在
、
地
域
医
療
連
携
室
は
、
事
務

9
名
、
M
S
W
2
名
、
看
護
師
6
名
で

担
当
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
地

域
福
祉
機
関
と
の
協
働
活
動
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
の
可
視

化
と
情
報
共
有
、
多
職
種
に
よ
る
入
院

支
援
体
制
作
り
等
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
く
予
定
で
す
。
4
月
か
ら
、
私
を

は
じ
め
、
連
携
課
曽
我
課
長
、
大
西
看

護
師
長
、
菊
池
係
長
、
中
野
M
S
W
の

配
属
等
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
ま

し
た
。
医
療
の
機
能
分
化
が
進
む
中
、

患
者
様
の
み
が
紹
介
・
連
携
の
流
れ
に

沿
っ
て
施
設
間
を
動
く
と
い
う
事
で
は

な
く
、
そ
の
ひ
と
ら
し
い
人
生
を
全
う

で
き
る「
納
得
と
安
心
の
連
携
」が
重

要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
患

者
・
家
族
・
保
健
医
療
福
祉
に
携
わ
る

地
域
医
療
連
携
室
副
室
長

森
田 

美
恵
子

薬
剤
の
特
性
に
基
づ
く
副
作
用
と
対
策
１

〜
抗
が
ん
剤
〜　

臨
床
腫
瘍
科 

部
長
　
白
石 

猛

第10回
１月24日

抗
が
ん
剤
治
療
の
分
類（
術
後
補
助
化

学
療
法
と
進
行
再
発
が
ん
化
学
療
法
）

　

固
形
が
ん
の
外
来
化
学
療
法
は
、
術

後
補
助
化
学
療
法
と
進
行
再
発
が
ん
化

学
療
法
の
大
き
く
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
術
後
補
助
化
学
療
法
は
、
手
術
の

後
に
施
行
さ
れ
る
化
学
療
法
で
あ
り
治

療
の
目
標
は
が
ん
の
根
治
で
す
。
術
後

補
助
化
学
療
法
は
、
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
等
で
有
用
性
が
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
根
治
手
術
を
施
行

し
た
後
４
～
12
週
で
導
入
さ
れ
、
６
～

12
ヶ
月
間
施
行
さ
れ
ま
す
。
手
術
で
病

巣
を
摘
出
し
て
い
ま
す
か
ら
、
治
療
の

対
象
は
目
に
見
え
な
い
微
小
転
移（
手

術
で
摘
出
し
存
在
し
な
い
事
も
あ
り
ま

す
）と
な
り
、
効
果
判
定
は
、
再
発
し

な
い（
根
治
し
た
）と
い
う
結
果
に
な

り
ま
す
。
手
術
の
み
で
根
治
し
た
症
例

に
も
抗
が
ん
剤
を
投
与
し
て
い
る
訳
で

す
が
、
再
発
症
例
を
予
測
す
る
事
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
再
発
リ
ス
ク
が
高
い

病
期
の
症
例
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
抗

が
ん
剤
の
効
果
は
、
単
位
時
間
あ
た
り

の
投
与
量
で
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
十

分
な
副
作
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
根

治
の
可
能
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
一
方
、
多
く
の
固
形
腫
瘍
を
抗
が

ん
剤
だ
け
で
根
治
す
る
事
は
困
難
で
あ

り
進
行
再
発
が
ん
の
化
学
療
法
の
目
的

は
、
予
後
の
延
長
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
に

は
じ
め
に

　　

人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
、
２
人
に
１

人
が
が
ん
に
な
り
３
人
に
１
人
は
が

ん
で
命
を
落
と
す
時
代
に
な
り
、
将

来
の
が
ん
患
者
の
増
加
に
備
え
平
成

19
年
が
ん
対
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
国
の
政
策
に
基
づ
き
、
愛
媛

県
で
は
７
つ
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
が
設
定
さ
れ
、
松
山
赤
十
字
病
院

も
そ
の
一
つ
で
す
。
が
ん
治
療
に
は
、

手
術
、
放
射
線
そ
し
て
抗
が
ん
剤
の

３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の

が
ん
化
学
療
法
は
外
来
で
行
え
る
よ

う
に
な
り
、
当
院
の
外
来
化
学
療
法

室
の
利
用
患
者
数
は
年
間
５
０
０
０

例
で
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
多
く
は
60

歳
以
上
で
あ
り
、
様
々
な
合
併
症
が

あ
る
症
例
が
多
く
、
今
後
地
域
と
連

携
し
た
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

人
々
の「
顔
の
み
え
る
連
携
」「
心
の
か

よ
う
連
携
」を
念
頭
に
、
皆
様
の
率
直

な
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、「
地
域
の

皆
様
に
優
し
い
病
院
」を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
も
、ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
り
ま
す
。
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
は
、

一
般
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低
下
を
招
く
わ
け
で

す
が
、
十
分
な
治
療
を
行
わ
な
い
と
予

後
の
延
長
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

為
、
期
待
さ
れ
る
治
療
効
果
と
副
作
用

の
十
分
な
知
識
、
十
分
な
説
明
、
そ
し

て
患
者
さ
ん
の
価
値
観
の
尊
重
が
重
要

で
す
。
医
師
に
は
、
高
度
の
科
学
的
知

識
と
共
に
、
様
々
な
分
野
に
対
す
る
高

い
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

殺
細
胞
性
抗
が
ん
剤
と
分
子
標
的
薬

　

抗
が
ん
剤
の
世
界
で
は
新
し
い
薬
が

次
々
と
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

開
発
さ
れ
た
薬
の
多
く
は
分
子
標
的
薬

と
い
う
新
し
い
概
念
の
薬
で
す
。
古
く

か
ら
あ
る
抗
が
ん
剤（
殺
細
胞
性
抗
が

ん
剤
）は
、
が
ん
細
胞
の
無
秩
序
な
増

殖
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
為
、
細
胞
周
期
の
速
い
細
胞
を
全
て

攻
撃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

脱
毛
、
骨
髄
抑
制
、
消
化
器
粘
膜
の
障

害
を
招
き
ま
す
。
治
療
効
果
は
投
与
量

に
比
例
し
、
副
作
用
対
策
と
し
て
抗
が

ん
剤
の
減
量
が
有
効
で
す
。
一
方
、
分

子
標
的
薬
は
、
が
ん
細
胞
に
発
現
し
て

い
る
タ
ン
パ
ク
へ
の
抗
体（
乳
が
ん;

ハ
ー
セ
プ
チ
ン　

等
）と
、
が
ん
細
胞

で
過
剰
に
発
現
し
て
い
る
増
殖
シ
グ

ナ
ル
の
特
異
的
な
阻
害
薬（
腎
が
ん;

ス
ー
テ
ン
ト　

等
）に
分
類
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
剤
は
非
常
に
特
異
的
な
作

用
を
持
ち
、
治
療
効
果
は
投
与
量
に
比

例
せ
ず
、
副
作
用
も
減
量
で
は
あ
ま
り

改
善
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
副
作
用

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
場
合
、
中

止
あ
る
い
は
休
薬
が
原
則
で
す
。
分
子

標
的
薬
の
作
用
機
序
は
全
て
が
解
明

さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、

ス
ー
パ
ー
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
と
言
わ
れ
る

非
常
に
良
く
反
応
す
る
症
例
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
症
例
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
効
率
的
な
が
ん
治
療
を
展
開
し
最

終
的
に
は
、
個
々
の
症
例
に
合
わ
せ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
る
化
学
療
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
現
在
ト
ピ
ッ
ク
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

抗
が
ん
剤
の
副
作
用
の
重
症
度
分
類

　

抗
が
ん
剤
の
副
作
用
の
重
症
度
の

評
価
は
、C

om
m

on T
erm

inology 
Criteria for A

dverse Events

（
Ｃ

Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｅ
）で
記
述
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
抗
が
ん
剤
治
療
中
に
発
症
し
た
、

全
て
の
症
状
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
国

際
的
な
基
準
でgrade1

～5

に
分
類

さ
れ
ま
す
。
日
常
臨
床
で
も
汎
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
多
く
の
項

目
が
羅
列
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
全

て
を
覚
え
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
原

則
はgrade1,2

は
外
来
で
対
応
可
能
、

grade3

以
上
は
入
院
が
必
要
、
又
は

機
能
障
害
が
あ
る
場
合
で
す（grade 

4 ;

生
命
を
脅
か
す
、garde5 ;

死
亡
）。

た
と
え
ば
、
抗
が
ん
剤
の
投
与
で
手
足

が
し
び
れ
た
場
合
、
ボ
タ
ン
が
留
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、garde3

と
な
り
ま
す
し
、
下
痢
で
入
院
し
た
場

合
、grade3

以
上
と
な
り
ま
す
。
一

般
に
、grade3

以
上
の
副
作
用
で
、

抗
が
ん
剤
の
中
止
・
減
量
が
必
要

で
す
の
で
、
副
作
用（A

E
;A

dverse 
Events

）は
、grade1,2 

の
段
階
で
治

療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

抗
が
ん
剤
の
副
作
用
の
時
期
と
対
策
の

具
体
例

　

副
作
用
の
具
体
例
と
そ
の
対
策
を
あ

げ
て
み
ま
す
。

A
，薬
物
相
互
作
用

　

全
て
の
薬
物
療
法
で
薬
物
相
互
作
用

は
注
意
す
べ
き
事
柄
で
す
が
、
抗
が
ん

剤
に
お
け
る
薬
物
相
互
作
用
は
時
に
致

命
的
な
結
果
を
招
き
ま
す
。
１
９
９
３

年
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬（
ソ
リ
ブ
ジ
ン
）と

フ
ッ
化
ピ
リ
ミ
ジ
ン
系
薬
剤
の
同
時
投

与
に
よ
り
、
15
名
の
患
者
が
抗
が
ん
剤

の
副
作
用
に
よ
り
不
幸
な
結
果
と
な
り

新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た（
ソ
リ
ブ
ジ

ン
薬
害
事
件
）。
こ
れ
は
、
ソ
リ
ブ
ジ

ン
が
５
Ｆ
Ｕ
の
代
謝
を
阻
害
し
結
果
と

し
て
高
容
量
の
５
Ｆ
Ｕ
を
投
与
し
た
の

と
同
じ
状
態
に
な
っ
た
為
で
す
。
逆

地
域
医
療
連
携
室
副
室
長
紹
介
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し
治
療
中
止
の
原
因
と
な
る
こ
と
で
知

ら
れ
ま
す
。
投
与
後
１
か
月
程
度
で
、

し
び
れ
、
色
素
沈
着
、
角
化
等
の
症
状

が
出
て
き
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
歩
行

不
能
等
のgrade3

に
移
行
し
、
治
療

が
中
断
し
ま
す
。
フ
ッ
化
ピ
リ
ミ
ジ
ン

は
殺
細
胞
性
抗
が
ん
剤
で
す
の
で
、
投

与
量
の
減
量
は
有
効
な
対
処
法
で
す

が
、
抗
腫
瘍
効
果
が
減
弱
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
に

よ
る
保
湿
や
物
理
的
な
刺
激
を
避
け
る

等
の
生
活
指
導
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
生
活
指
導
は
、
看
護
師
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
皮
膚
障
害
は
分
子
標
的
薬
で
も
問

題
に
な
り
ま
す
が
、
分
子
標
的
薬
の
皮

膚
障
害
に
は
薬
に
よ
っ
て
様
々
な
症
状

と
な
り
ま
す
。
大
腸
が
ん
で
使
用
さ
れ

る
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
抗
体
薬
は
、
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
レ

12

34

56

7

9

8

10

に
、
５
Ｆ
Ｕ
に
よ
り
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
の

作
用
を
増
強
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
、
５
Ｆ
Ｕ
が
、
肝
臓

の
代
謝
酵
素
で
あ
る
Ｃ
Ｙ
Ｐ
２
Ｃ
９
の

発
現
を
減
弱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ワ
ー

フ
ァ
リ
ン
の
分
解
が
抑
制
さ
れ
、
高
容

量
の
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
を
投
与
し
た
の
と

同
じ
状
態
に
な
る
為
で
す
。
ワ
ー
フ
ァ

リ
ン
と
フ
ッ
化
ピ
リ
ミ
ジ
ン
系
薬
剤

（
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
、
乳

が
ん
等
で
使
用
）を
併
用
す
る
場
合
、

Ｐ
Ｔ-

Ｉ
Ｎ
Ｒ
を
２
週
間
に
一
度
測
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

B
，骨
髄
抑
制

　

骨
髄
抑
制
は
、
多
く
の
殺
細
胞
性
の

抗
が
ん
剤
に
認
め
ら
れ
る
一
般
的
な
副

作
用
で
す
。
１
コ
ー
ス
目
に
問
題
が
な

く
て
も
、
抗
が
ん
剤
の
蓄
積
毒
性
に
よ

り
数
ク
ー
ル
目
に
問
題
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
骨
髄
抑
制
の
治
療
の
原
則

は
、
投
与
の
中
止
・
中
断
で
あ
り
、
好

中
球
数
な
ら
ば
１
０
０
０
個
／
㎥
未
満

（grade3

）で
中
止
と
な
り
ま
す
。
発

熱
を
認
め
た
り
、
好
中
球
数
が
５
０
０

個
／
㎥
未
満（Grade4

）の
場
合
、
Ｇ-

Ｃ
Ｓ
Ｆ
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
好
中
球
減
少
に
伴
う
副
作
用
は
時

に
重
篤
な
状
態
と
な
る
た
め
、
多
く
の

殺
細
胞
性
抗
が
ん
剤
の
投
与
開
始
基
準

は
、
好
中
球
数
が
１
５
０
０
個
／
㎥
以

上（Grade1

以
下
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

C
，消
化
器
症
状

　

消
化
器
粘
膜
は
非
常
に
細
胞
周
期
が

速
く
、
多
く
の
抗
が
ん
剤
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
な
り
ま
す
。
そ
の
症
状
は
、
吐
き

気
、
食
欲
不
振
、
口
内
炎
と
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
消
化
器
症
状
の
中
で

も
、
抗
が
ん
剤
に
よ
る
吐
き
気
は
患
者

さ
ん
を
苦
し
め
る
代
表
的
な
症
状
で
す

が
、
新
し
い
薬
が
次
々
と
開
発
さ
れ
、

２
０
１
０
年
に
制
吐
剤
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン（
日
本
癌
治
療
学
会
）が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
極
め

て
有
用
で
あ
り
、
当
院
で
も
薬
剤
師
を

中
心
に
制
吐
剤
の
標
準
的
な
予
防
使
用

を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
発
症
し
た
嘔

吐
へ
の
投
薬
治
療
は
困
難
な
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
予
防
投
与
に
よ
り
発
症

を
予
防
し
た
り
症
状
を
軽
く
す
る
事
が

可
能
で
す
。

D
，皮
膚
障
害

　

皮
膚
障
害
は
様
々
な
抗
が
ん
剤
で
発

症
し
ま
す
が
、
フ
ッ
化
ピ
リ
ミ
ジ
ン
に

よ
る
手
足
症
候
群
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
阻
害

セ
プ
タ
ー
の
存
在
す
る
表
皮
も
攻
撃
し

て
特
殊
な
皮
膚
炎
を
発
症
し
ま
す
。
投

与
後
１

−

２
週
間
目
よ
り
ざ
瘡
様
皮
疹

が
顔
面
と
躯
幹
に
認
め
ら
れ
、
４

−

５

週
目
に
は
乾
燥
し
た
状
態
へ
と
移
行
し

ま
す
。
こ
の
皮
疹
対
策
と
し
て
、
ス
テ

ロ
イ
ド
含
有
軟
膏
、
ミ
ノ
マ
イ
シ
ン
内

服
が
有
用
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
て
お

り
、
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
抗
体
薬
使
用
の
場
合
に

は
予
め
処
方
し
対
応
し
て
い
ま
す
。
興

味
深
い
こ
と
に
、
副
作
用
の
皮
疹
が
重

篤
な
ほ
ど
治
療
効
果
が
あ
る
事
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
副
作
用
対
策
を
予
め

行
う
事
に
よ
り
、
治
療
効
果
が
期
待
で

き
る
患
者
さ
ん
の
治
療
が
継
続
で
き
る

様
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

E
，特
殊
な
副
作
用

　

新
し
い
抗
が
ん
剤
で
あ
る
分
子
標
的

薬
は
予
期
せ
ぬ
副
作
用
が
お
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
イ
レ
ッ
サ
に
よ
る
間
質

性
肺
炎
の
問
題
は
新
聞
で
有
名
に
な
り

ま
し
た
。
大
腸
が
ん
，
肺
が
ん
，
乳
が

ん
等
で
使
用
さ
れ
る
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
抗
体
薬

の
消
化
管
穿
孔
、
吐
血
な
ど
の
致
命
的

な
副
作
用
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
分

子
標
的
薬
で
お
こ
る
特
殊
な
副
作
用
と

し
て
、
蛋
白
尿
、
高
血
圧
、
低
Mg
血
症
、

甲
状
腺
機
能
低
下
、
心
機
能
低
下
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
頻
度
の
少
な

い
副
作
用
は
市
販
後
調
査
で
確
認
さ
れ

る
事
も
多
く
、
新
薬
を
使
用
す
る
場
合

に
は
、
常
に
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

F
，抗
が
ん
剤
と
緩
和
医
療

　

現
在
、
抗
が
ん
剤
治
療
と
緩
和
医
療

は
互
い
に
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
同

時
に
行
う
べ
き
治
療
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
多
く
の
進
行
再
発
が
ん
に
対
す

る
抗
が
ん
剤
治
療
の
目
的
は
、
予
後
の

延
長
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
で
す
。
抗
が
ん

剤
の
副
作
用
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
阻
害
し
ま
す

が
、
腫
瘍
の
縮
小
に
よ
り
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
改

善
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
又
、
多
く

の
新
規
抗
が
ん
剤
に
よ
り
生
命
予
後
の

延
長
が
期
待
で
き
ま
す
。
例
え
ば
切
除

不
能
大
腸
が
ん
の
生
存
中
央
値
は
25
か

月
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
治
療
に
よ
く

反
応
し
た
場
合
、
３
～
５
年
の
予
後
延

長
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
延

長
し
た
期
間
は
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
定

期
的
に
投
与
し
て
お
り
抗
が
ん
剤
の
副

作
用
の
み
な
ら
ず
様
々
な
苦
し
み
と
共

存
し
た
生
活
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
患
者
さ
ん
の
理
解
に
、
緩
和
ケ
ア
に

お
け
る
全
人
的
苦
痛（
身
体
的
苦
痛
、

社
会
的
苦
痛
、
精
神
的
苦
痛
、
霊
的
苦

痛
）の
理
解
が
有
用
で
す
。
全
人
格
的

苦
痛
の
評
価
と
対
応
に
は
、
様
々
な
知

識
を
持
つ
専
門
家
の
知
識
の
集
約
が
必

要
で
あ
り
チ
ー
ム
医
療
が
有
効
で
す
。

チ
ー
ム
医
療
の
概
念
を
地
域
医
療
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
良

い
が
ん
医
療
が
提
供
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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薬
剤
の
特
性
に
基
づ
く
副
作
用
と
対
策
２

〜
低
血
糖
〜　

内
科 

部
長
（
糖
尿
病
・
代
謝
内
分
泌
）　
近
藤 

し
お
り

第11回
２月28日

　

糖
尿
病
治
療
に
お
け
る
低
血
糖
の
現

状
と
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
当
院
で

の
低
血
糖
昏
睡
搬
送
症
例
の
検
討
を
含

め
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
り
正

常
に
近
い
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
合
併

症
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
や

Ｕ
Ｋ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
な
ど
の
大
規
模
臨
床
試
験

で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
治
療

ガ
イ
ド
の「
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
指
標
と

評
価
」で
も
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
、

以
下
同
じ
）6.2
％
未
満
が
優
、
8.4
％
以

上
で
不
可
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
注
意
す
べ
き
点
は
、

こ
の
指
標
は
高
齢
者
や
合
併

症
の
進
ん
だ
人
に
は
あ
て
は

ま
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
２
０
０
８
年
に
発
表
さ

れ
た
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
試
験
で

は
、
重
症
低
血
糖
に
よ
る
総

死
亡
が
増
え
、
試
験
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
厳
格
に
血

糖
を
下
げ
よ
う
と
し
た
た
め

に
重
症
低
血
糖
が
増
加
し
た

結
果
、
心
事
故
に
よ
る
死
亡

が
増
え
た
と
結
論
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

次
に
当
院
の
デ
ー
タ
を
お
示

し
し
ま
す
。
当
院
に
２
０
０
８

年
１
月
か
ら
２
０
１
２
年
１

月
ま
で
の
約
４
年
間
に
、
糖

尿
病
治
療
薬
に
よ
る
低
血
糖

昏
睡
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
人

は
41
人
で
し
た
。
平
均
年
齢

は
80
歳
、
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
45
㎖

／
min
／
１
・
73
㎡
、
95
％
が

２
型
糖
尿
病
で
し
た
。
使
用

薬
剤
は
、
７
割
弱
が
Ｓ
Ｕ
薬
と
大
多
数

を
占
め
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
主
な
原
因
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
入
院

時
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
平
均
6.9
％
、
特
に
、

経
口
薬
使
用
者
の
平
均
は
6.2
％
と
低

く
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
６
％
未
満
の
人
も

７
人
い
ま
し
た
。
ま

た
、
低
血
糖
昏
睡
の

発
生
の
多
い
月
は
、

12
月
と
１
月
で
、
冬

期
に
流
行
す
る
気

道
や
消
化
器
系
の
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
シ
ッ
ク
デ
イ
が
原

因
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

対
策
と
し
て
は
、

下
記
の
２
点
で
す
。

一
つ
目
は
、
Ｓ
Ｕ
薬
の
低
血
糖
リ
ス
ク

を
再
認
識
し
、
高
齢
者
や
腎
機
能
障
害

者
に
つ
い
て
は
、
低
血
糖
を
起
こ
さ
な

い
薬
剤
量
の
調
節
が
重
要
で
す
。
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
が
7.0
％
を
下
回
り
始
め
た
場
合

は
、
低
血
糖
を
起
こ
し
に
く
い
薬
剤（
Ｓ

Ｕ
剤
以
外
）へ
の
変
更
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
二
つ
目
は
、
冬
期
に
は
シ
ッ
ク
デ

イ
が
生
じ
や
す
い
の
で
、
食
事
が
と
れ

な
い
と
き
は
糖
尿
病
薬
の
服
薬
中
止
す

る
、
と
い
う
患
者
教
育
を
し
っ
か
り
行

う
こ
と
で
す
。

1

345

678

91011

　

糖
尿
病
患
者
の
多
く
は
高
齢
者
で

す
。
２
０
１
０
年
、
日
本
糖
尿
病
学
会

は
、
高
齢
者
の
血
糖
管
理
目
標
と
し
て

「
健
常
」な
患
者
さ
ん
で
7.4
％
、
合
併
症

の
多
い「
虚
弱
」な
患
者
さ
ん
で
個
別
に

設
定
、
と
示
し
ま
し
た
。
一
律
に
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
の
値
の
み
を
目
安
と
す
る
の
で

は
な
く
、
年
齢
や
腎
機
能
、
個
別
状
況

に
応
じ
た
目
標
設
定
が
、
低
血
糖
事
故

の
予
防
と
な
り
ま
す
。

2

薬
剤
の
特
性
に
基
づ
く
副
作
用
と
対
策
３

〜
M
T
X
を
中
心
に
、
免
疫
調
整
剤
〜　

リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
セ
ン
タ
ー 

副
部
長
　
押
領
司 

健
介

第12回
３月21日

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
単
に
関
節
破
壊
に

よ
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
を
来
す
疾
患
と
み
ら

れ
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
が
、
本
疾
患
の

最
大
の
問
題
点
は
生
命
予
後
を
大
幅
に

悪
化
さ
せ
る
疾
患
で
あ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト（
Ｍ
Ｔ
Ｘ
）

の
登
場
に
よ
り
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者

の
生
命
予
後
は
劇
的
に
改
善
し
た（
図

１
）。
さ
ら
に
最
近
、
種
々
の
生
物
学
的

製
剤
を
は
じ
め
と
し
た
免
疫
調
節
薬
の

進
歩
に
よ
り
、
よ
り
生
命
予
後
は
改
善

し
て
い
る
と
す
る
説
が
一
般
的
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
各
種
薬
剤
の
副
作
用
に

対
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
確
立
す
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
関
節
リ
ウ

マ
チ
の
治
療
は
、
安
全
に
継
続
さ
れ
て

こ
そ
そ
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

た
め
、
副
作
用
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
概
説
す
る
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
治
療
薬
の
副
作
用

は
、
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
１

つ
は
他
の
薬
剤
と
同
様
、
薬
剤
に
よ
る

臓
器
障
害
で
あ
り
、
も
う
１
つ
は
免
疫

調
節
薬
に
特
徴
的
な
感
染
症
で
あ
る
。

Ｍ
Ｔ
Ｘ
に
よ
る
臓
器
障
害
に
は
、
骨
髄

障
害
・
肝
障
害
・
薬
剤
性
肺
炎
・
消
化

管
症
状
が
あ
る
。
骨
髄
障
害
を
生
じ
る

リ
ス
ク
と
し
て
は
、
①
Ｇ
Ｆ
Ｒ<

60
㎖

／
min
、
②
Ａ
ｌ
ｂ<

3.0
ｇ
／
㎗
、
③
葉

酸
欠
乏
、
④
多
数
薬
剤（
５
剤
以
上
）併

用
、
⑤
70
歳
以
上
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

特
に
高
齢
者
で
は
Ｍ
Ｔ
Ｘ
使
用
中
、
嘔

吐
下
痢
症
な
ど
の
感
染
症
を
契
機
に
血

清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
の
低
下
・
脱
水
に
よ

る
腎
前
性
腎
不
全
な
ど
を
き
た
す
こ
と

が
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
使
用
で
問
題
が

な
か
っ
た
と
し
て
も
急
に
骨
髄
抑
制
を

き
た
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
体
調

不
良
時
は
Ｍ
Ｔ
Ｘ
内
服
を
中
止
す
る
よ

う
指
導
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
ま
た
定
期
フ
ォ
ロ
ー
の
際
Ｍ
Ｃ
Ｖ

を
測
定
し
、
増
大
傾
向
が
み
ら
れ
る
場

合
は
先
ん
じ
て
葉
酸
製
剤
の
増
量
や
Ｍ

Ｔ
Ｘ
の
減
量
を
考
慮
す
る
。

　

肝
障
害
に
は
Ｍ
Ｔ
Ｘ
そ
の
も
の
に
よ

る
肝
障
害
と
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
再
活

性
化（
図
２
）に
よ
る
肝
障
害
が
あ
る
。

Ｍ
Ｔ
Ｘ
そ
の
も
の
に
よ
る
肝
障
害
は
用

量
依
存
性
で
、
葉
酸
投
与
に
よ
り
あ
る

程
度（
３

−

４
割
）予
防
で
き
る
。
葉
酸

投
与
を
施
行
し
て
も
残
存
す
る
肝
障
害

に
対
し
て
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｘ
の
減
量
な
い
し

中
止
を
検
討
す
る
。
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
キ
ャ
リ
ア
患
者
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｘ
の
使
用

に
よ
り
Ｈ
Ｂ
Ｖ
の
再
活
性
化
を
生
じ
得

る
。
肝
臓
専
門
医
に
コ
ン
サ
ル
ト
の
う

え
、
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
の
投
与
な
ど
を
検

討
す
る
。ま
た
Ｈ
Ｂ
Ｖ
既
感
染
患
者
も
、

報
告
数
は
少
な
い
が
Ｈ
Ｂ
Ｖ
の
再
活
性

化
を
生
じ
得
る
。
Ｈ
Ｂ
Ｖ

−

Ｄ
Ｎ
Ａ
が

検
出
さ
れ
た
場
合
、
現
在
使
用
中
の
免

疫
抑
制
剤
を
急
に
中
止
す
る
と
肝
障
害

が
劇
症
化
す
る
報
告
が
あ
り
、
免
疫
抑

制
剤
の
中
止
の
可
否
も
肝
臓
専
門
医
の

指
示
を
仰
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
当
科
で
は

初
診
時
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
・
Ｈ
Ｂ
ｃ
抗
体
を

測
定
し
て
い
る
が
、
60
歳
以
上
の
患
者

に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｂ
ｃ
抗
体
陽
性
率
が
２

割
ほ
ど
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
図

３
）に
準
じ
Ｈ
Ｂ
Ｖ

−

Ｄ
Ｎ
Ａ
な
ど
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
で
な

く
既
感
染
者
の
Ｈ
Ｂ
Ｖ
再
活
性
化
は
、

私
が
当
院
に
赴
任
し
て
か
ら
３
年
の
間

に
１
例
経
験
し
た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ｘ
に
よ
る
薬
剤
性
肺
炎
は
唯
一

用
量
非
依
存
性
で
あ
り
、
予
防
す
る
方

法
は
な
い
。
発
症
し
た
後
重
症
化
さ

せ
な
い
戦
略
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
モ
シ
ス
チ
ス
肺
炎
と
の
鑑
別
が
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困
難
で
、
診
断
基
準（
図
４
）と
対
処
法

（
図
５
）を
示
す
が
、
感
冒
症
状
の
な
い

咳
嗽
や
発
熱
で
疑
う
。
高
齢
者
の
場
合

は
咳
嗽
す
ら
な
く
、
し
ん
ど
い
と
い
っ

た
症
状
で
来
院
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

臓
器
障
害
と
は
異
な
る
が
、
Ｍ
Ｔ
Ｘ

使
用
中
に
念
頭
に
置
く
疾
患
と
し
て
、

Ｍ
Ｔ
Ｘ
関
連
リ
ン
パ
増
殖
性
疾
患（
Ｍ

Ｔ
Ｘ

−

Ｌ
Ｐ
Ｄ
）が
あ
る
。
も
と
も
と

関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｔ

Ｘ
使
用
・
非
使
用
に
か
か
わ
ら
ず
リ
ン

パ
増
殖
性
疾
患（
Ｌ
Ｐ
Ｄ
）の
発
症
率
が

高
く
、日
本
人
で
は
標
準
化
発
生
率（
Ｓ

Ｉ
Ｒ
）が
６
・
07
と
特
に
高
値
で
あ
る
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
Ｄ
は
、

リ
ウ
マ
チ
の
疾
患
活
動
性

と
発
症
率
が
相
関
し
て
お

り
、
Ｌ
Ｐ
Ｄ
の
リ
ス
ク
を

下
げ
る
に
は
関
節
リ
ウ
マ

チ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
中
で
Ｍ

Ｔ
Ｘ

−

Ｌ
Ｐ
Ｄ
は
異
な
る

特
徴
を
持
ち（
図
６
）、
Ｍ

Ｔ
Ｘ
中
止
に
よ
り
自
然
退

縮
す
る
例
や
Ｅ
Ｂ
Ｖ
と
の

関
連
を
認
め
る
例
が
多
い
。

Ｍ
Ｔ
Ｘ
治
療
中
に
、
原
因

不
明
の
発
熱
、
寝
汗
、
体

重
減
少
、
リ
ン
パ
節
腫
大
、

肝
脾
腫
、
白
血
球
分
画
の

異
常
、
貧
血
・
血
小
板
減
少
、

高
Ｌ
Ｄ
Ｈ
血
症
を
認
め
た

場
合
は
Ｍ
Ｔ
Ｘ

−

Ｌ
Ｐ
Ｄ

の
可
能
性
を
鑑
別
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

Ｍ
Ｔ
Ｘ
治
療
中
の
感
染

症
に
関
し
て
は
、
危
険
因
子

と
し
て
高
齢
、
既
存
肺
疾

患
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
使
用
、

関
節
外
症
状
、
糖
尿
病
、
腎

機
能
障
害
、
骨
髄
障
害
な
ど

が
あ
る
。
感
染
症
の
種
類
と

し
て
特
に
留
意
す
べ
き
は
、

ニ
ュ
ー
モ
シ
ス
チ
ス
肺
炎

と
結
核
で
あ
る
。
リ
ス
ク

の
高
い
症
例
に
関
し
て
は
、

Ｓ
Ｔ
合
剤
や
イ
ソ
ニ
ア
ジ

ド
等
の
予
防
投
与
を
考
慮

す
る
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
薬
と
し
て
近

年
生
物
学
的
製
剤
も
台
頭
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
薬
剤
を
使
用
し
て
い
く
際
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
従
来
の
治
療
薬
と
異
な

り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
絞
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
個
々
の
病
態
に
お
い
て
不
必
要

な
免
疫
抑
制
を
か
け
ず
に
済
む
と
い
う

点
で
、
大
い
に
有
用
で
あ
る
。
紙
面
の

都
合
上
詳
細
は
図
示
す
る
が（
図
７
）、

治
療
薬
に
よ
り
注
意
す
べ
き
感
染
症
の

ス
ペ
ク
ト
ル
が
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
薬
は
大
幅
に

進
歩
し
、
発
症
前
と
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
全
く
変

わ
ら
な
い
機
能
的
寛
解
を
継
続
で
き
る

図１図２

図５図６

図４ 図３

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
寛

解
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
副
作

用
を
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
し
く
は
生
じ
た
と
し
て
も
最
小

限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
我
々
は
単
な
る
生
命
予
後
で

は
な
く
、
患
者
さ
ん
が
元
気
で
い

ら
れ
る
時
間
を
少
し
で
も
多
く
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
リ
ウ
マ
チ
を
完
全
に
抑

え
、
か
つ
安
全
に
治
療
す
る
こ
と

を
念
頭
に
診
療
を
継
続
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

事
務
副
部
長
（
地
域
医
療
連
携
室
副
室
長
）

松
原 

隆
司

　

平
素
は
、
当
院
連
携
室
の
事
業
運
営

に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
２
月
に
当
院
の
病
診
連

携
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
１
２
２
施

設
の
先
生
方
よ
り
ご
回
答
を
頂
き
、
こ

の
度
集
計
が
出
来
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
医
師
満
足
度（
図
１
）

　
「
満
足
」と
回
答
い
た
だ
い
た
割
合
が

71
・
３
％
と
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
８
・

９
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。「
や
や
満
足
」は

23
・
８
％
で
前
年
度
比
プ
ラ
ス
7.8
ポ
イ

ン
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
不
満
」と

の
評
価
が
0.8
％
あ
り
ま
し
た
。

２
．
患
者
満
足
度（
図
２
）

　
「
満
足
」と
回
答
い
た
だ
い
た
割
合
が

63
・
１
％
と
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
6.4
ポ

イ
ン
ト
で
し
た
。
ま
た
、「
や
や
満
足
」

は
31
・
１
％
と
前
年
度
比
プ
ラ
ス
9.0
ポ

イ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
不
満
」

と
の
評
価
が
1.6
％
あ
り
ま
し
た
。

３
．
連
携
室
満
足
度（
図
３
）

　
「
満
足
」と
回
答
い
た
だ
い
割
合
が

74
・
６
％
と
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
1.7
ポ

イ
ン
ト
で
し
た
。「
や
や
満
足
」は
17
・

２
％
と
前
年
度
比
プ
ラ
ス
4.2
ポ
イ
ン
ト

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
不
満
」と
の
評

価
が
0.8
％
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
に
お
い
て
す
べ
て

の
項
目
で
、「
満
足
」の
割
合
が
前
年
度

に
比
べ
て
減
少
し
、
過
去
２
～
３
年

０
％
だ
っ
た「
不
満
」の
評
価
を
今
回

い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
深
く
反

省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
、
病
診
連
携
に
お
い
て
よ
り
一
層
き

め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
る
と
と
も

に
、
そ
れ
以
上
に「
不
満
」に
感
じ
ら

れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
精
査
し
、
改

善
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
予
約
票
の
返
信
が
遅
い
と
の
ご

指
摘
も
あ
り
20
分
以
内
に
返
信
い
た
し

ま
す
よ
う
に
徹
底
し
ま
す
。
尚
、
主
治

医
へ
の
確
認
が
必
要
で
返
事
が
遅
く
な

る
場
合
は
そ
の
旨
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

４
．
診
療
科
の
評
価

■
評
価
で
き
る
点
で
は
、

①『
合
併
症
の
多
い
患
者
の
緊
急
手

術
を
引
き
受
け
て
頂
き
見
事
に

目
的
を
果
た
し
て
頂
き
ま
し
た
』

②『
重
症
の
敗
血
症
患
者
を
治
癒
ま

で
導
い
て
退
院
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
』

③『
術
前
の
患
者
家
族
へ
の
説
明
が

充
分
で
信
頼
さ
れ
て
い
る
』

等
の
う
れ
し
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、

■
問
題
点
で
は
、

① 

『
紹
介
し
た
患
者
が
症
状
安
定
し

て
い
る
の
に
紹
介
元
へ
帰
し
て

来
な
い
』

②『
診
療
情
報
提
供
書
の
返
事
が
遅

い
。
返
事
が
な
い
』

③『
院
内
各
科
の
連
携
が
う
ま
く
と

れ
て
い
な
い
』

松
山
赤
十
字
病
院
・
病
診
連
携
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

図７
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《シンポジウム》	 「認知症の診療と介護」
	 	 講師　東京女子医科大学名誉教授・

メディカルクリニック柿の木坂院長　岩田　　誠	
	 １．認知症家族の立場から	 講師　谷岡　福男	
	 ２．認知症看護認定看護師の立場から

講師　松山赤十字病院　認知症看護認定看護師　浅見千代美	
　　　　	 ３．認知症疾患医療センターの立場から

講師　砥部病院　高齢者こころのケアセンター長　中城　有喜	

　

等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
題
点
の
①
に
関
し
ま
し
て
は
、
各
科

診
療
部
長
へ
周
知
い
た
し
ま
し
た
。

　

問
題
点
の
②
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
１
月
よ
り
地
域
医
療
連
携
室
か
ら
各

主
治
医
へ
未
返
信
患
者
の
返
事
を
徹
底

す
る
よ
う
に
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。
未

返
信
が
無
い
よ
う
に
、
ま
た
、
迅
速
な

お
返
事
を
お
送
り
す
る
よ
う
に
努
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
問
題
点
の
③
に
つ
き
ま
し

て
も
、
院
内
で
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
よ
う
に
対
策
を
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。

５
．
医
療
連
携
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
等

①
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
始

時
刻
を
19
：
30
に
出
来
な
い
か
。

　

イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
第
４

週
木
曜
日
を
時
々
動
か
し
て
頂

き
た
い
。　

（
回
答
）来
年
度
よ
り
19
：
15
で
検
討
中

で
す
。
第
４
週
木
曜
日
に
つ
き

ま
し
て
も
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
繋
が
り
に
く
い
時
が

あ
る
。

（
回
答
）大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

昨
年
末
よ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
機
２
機

と
な
り
送
信
専
用
と
受
信
専

用
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

③
救
急
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
症
例
で
院
内
に
て
転
科
に

な
っ
た
場
合
、
転
科
先
の
診
療
科

よ
り
お
返
事
を
頂
き
た
い
。

（
回
答
）院
内
で
転
科
し
て
診
察
し
た
場

合
、
最
終
科
よ
り
返
信
す
る
よ

う
に
各
診
療
部
長
へ
徹
底
す

る
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
り
が
た
い
お
褒
め
の
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
紹
介
し
た
患
者
さ
ん
が
治
療
を
き

ち
ん
と
し
て
頂
き
医
師
の
対
応
、

看
護
師
の
対
応
も
良
い
と
大
変

満
足
し
て
い
た
。

・
我
々
開
業
医
が
仕
事
出
来
る
の

も
、
地
域
医
療
連
携
室
が
あ
る
か

ら
で
す
。

・
ど
の
病
院
の
連
携
室
よ
り
も
一
番

か
か
り
つ
け
医
や
患
者
に
近
い

気
が
す
る
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。
院
内
か
ら
は
気
付
か
な
い
点
等
、

ご
指
導
を
賜
り
よ
り
良
い
病
診
連
携
を

築
き
あ
げ
る
た
め
の
貴
重
な
反
省
資
料

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ご
不
満

の
点
、
建
設
的
な
ご
意
見
等
連
携
室
ま

で
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
と
も
当
院
地
域
医
療
連
携
室
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【２】 患者満足度　（図２）

【1】 医師満足度　（図１）

【３】 連携室に対する満足度　（図３）

平成24年度

松山赤十字病院・病診連携に関するアンケート調査結果

第10回第10回
松山赤十字病院 創立100周年

地域医療連携フォーラム開催のお知らせ
■　日　時：2013年7月14日（日）	13:00～15:40
■　会　場：ひめぎんホール（県民文化会館）サブホール
■　主　催：松山赤十字病院
■　その他：入場無料・事前申込不要

《 テ ー マ 》	『認知症から学ぶ「ひとのこころ」』	～認知症と向き合い、支え合うために～
（ 敬 称 略 ）
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外 来 診 療 担 当 医 表 最新情報はホームページ上で随時更新しております。
http：//www.matsuyama.j rc.or . jp/ H25.5.１現在

お 知 ら せ

松山赤十字病院登録医制度について

平成25年５月１日現在、当院の登録施設は359、登録医は525名です。
今後も随時、受付けておりますので当院地域医療連携室までお問い合わせください。
ＴＥＬ（089）926−9516

FAXによる受診予約について

　地域医療連携室では、従来より地域のかかりつけ医の先生方からFAXによる紹
介患者さんの受診予約を承っております。これによって紹介初診患者さんを、来
院日には待たせることなく、受診される診療科へご案内することが可能になり、
好評です。
　是非、ＦＡＸによる受診予約をご利用頂きますようお願い申し上げます。
ＦＡＸ（089）926ー9547（24時間受付）
ＴＥＬ（089）926ー9527（平日8:30〜17:10）

※各診療日の担当医師につきましては、学会等により代診、休診とさせていただく場合がございますのでご了承ください。

診療の予約について
再診の場合：全科予約制となっております。
初診の場合：小児科・産婦人科のみ電話による予約制をとっております。
 　※予約受付時間　午後２時〜４時（時間厳守願います。）
 　　・小児科　　外来　TEL  ０８９−９２６−９８８４ （直通）
 　　・産婦人科　外来　TEL  ０８９−９２６−９８８５ （直通）

〜「紹介状」をお持ちください〜
　当院では医療の役割分担（病院と診療所の連携）を進めるという国の医療制度
に則り、地域医療の充実に貢献する方針で地域の診療所と緊密に連携し、役割に
応じた質の高い安全な医療をご提供したいと考えております。
　この場合、診療所と当院を結ぶのが診療所の先生（かかりつけ医）がお書きく
ださる「紹介状」です。この紹介状によって患者さんに、よりスムーズに当院で
の検査や入院治療を受けていただくことができます。
　お手数ですが「紹介状」をお持ちください。お持ちいただかない場合でも診療
を受けられますが、その場合は初診に係る「保険外併用療養費」として診療料金
の他に、別途３,１５０円（消費税込）をお支払いいただくことになります。

診療科目 月 火 水 木 金

内 科

総合内科
午　前 馬越洋宜 宇都宮大輔 藤　﨑 芝 岡　田

上田陽子 柏戸祐介 坂　本 吉田健志
宇都宮 源　本午　後

糖尿病
内分泌

終　日 岡田貴典
芝　真希

近藤しおり
馬　越

近　藤
岡　田

近　藤
馬　越

芝
宇都宮

午　後 馬　越 源本真由 源　本 芝
高 血 圧 福岡富和 福　岡 福岡(午前のみ) 福岡(午前のみ)

血 液
午　前 藤﨑智明

奥　誠道
藤　﨑
上　田

波呂　卓
池田祐一

藤　﨑
奥

上　田
波　呂

午　後 坂本愛子 池　田
糖 尿 病 教 室 毎週水曜日  10：00〜12：00（糖尿病チーム）

肝 胆 膵
センター

午 前
佐々木由子
武智俊治
上甲康二
山上隆司

横田智行
上　甲

川村智恵

三宅康之
武　智

田中孝明

矢野　誠
横　田

忽那　茂

横　田
上　甲
山　上

午 後
佐々木
武　智 上　甲

川　村

（予約・緊急のみ）

田　中

（予約・緊急のみ）

忽　那

横　田
上　甲
山　上

胃 腸
センター
（消化器内科）

外
来
部
門

午
　
前

新 患 藏原晃一 川崎啓祐 藏　原 藏　原 藏　原
予 約 長末智寛 藏　原 森　下 川　崎 八板弘樹
炎症性腸疾患 河内修司 河　内 河　内

午
後

新患兼予約 阿部洋文 森下寿文 長　末 澤野美由紀 八　板
炎症性腸疾患 河　内 森　下 河　内 河　内

検
査
部
門

午　前 上部消化管内視鏡および造影検査

午　後 小腸大腸内視鏡検査および内視鏡治療

循 環 器
センター

循
環
器
内
科

新 患 小河清寛 久保俊彦 松坂英徳 堀　本 芦　原
予
約

午 前 堀本拡伸 芦原俊昭 芦　原 小　河 久　保
午 後 鎌田和宏 水城　隆 久　保 梅津隆太 松　坂

心
外 午  前 梅末正芳 梅　末

呼 吸 器
センター

呼
吸
器
内
科

兼松貴則
梶原浩太郎

濱口直彦
仙波真由子

兼　松
濱　口

梶　原 兼　松

午前中のみ 濱　口

呼 吸 器 外 科 伊藤謙作 横山秀樹
三浦奈央子

横　山

検 査 ・ 手 術 手　術 気管支ファイバー 手　術 気管支ファイバー
※ 呼吸器内科：紹介状をお持ちの患者さんのみ診察いたします。

腎センター 原田篤実
上村太朗

原　田 原　田 上　村 岡　英明

脳卒中・
脳 神 経
センター

神 経 内 科 池添浩二
志田憲彦

池　添
志　田

池　添
志　田

池　添
志　田

池　添
志　田

脳 神 経 外 科 梶原佳則
瀬山　剛

武智昭彦
渡邊陽祐

梶　原
瀬　山

手　術 武　智
渡　邊

※ 木曜日は手術日につき担当医での診察になります。

小 児 科
午 前

小谷信行
片岡京子

近藤陽一
髙岩正典
米澤早知子

小　谷
片岡優子
西㟢眞理

片岡(京)
吉川知伸
米　澤

近　藤
髙　岩

神 経 眞庭　聡 眞　庭 中野広輔 眞　庭 中　野
循 環 器 堀川定儀 堀　川

午 後 血　液 乳児健診 アレルギー 内分泌 未熟児
発達外来

産婦人科
午 前

竹内正久
南　千尋
妹尾大作

河本裕子
瓦林靖広
本田直利

河　本
南

妹　尾

赤澤宗俊
竹　内

横山幹文

横　山
濵﨑洋一郎
本　田

午 後 妹　尾

本　田
瓦　林
妹　尾

手　術 手　術 手　術 手　術

外 科
午 前

藤中良彦
中西良太

副島雄二
間野洋平

高橋郁雄
西田康二郎
越智友洋

西㟢　隆
梶原勇一郎

高　橋
西　田

午 後 ストーマ外来 外来手術

乳腺外科 午 前 川口英俊
（再診） 川　口 川　口 川　口

血管外科 午 前

山岡輝年
（再診） 山岡（新患）

大峰高広
（新患） 大峰（再診）

岩佐憲臣 岩　佐

臨床腫瘍科
午 前 白石　猛 白　石 白　石

午 後 緩和ケア 藤　井
白　石

※緩和ケア外来は、毎週水曜日14:00〜17:00(完全予約制：原則として1日最大3名まで)

診療科目 月 火 水 木 金

小児外科 午 後 野口伸一              野　口 野　口

整形外科
中城二郎
梶原了治
土川雄司

山本　進（手）
野田慎之（脊）
大田　亮

山　本
小林孝明

大前博路（肩）

中城（股）
小林（膝）
金光宗一

野　田
梶原（手）
大　前

※（手）：手の外科、（脊）：脊椎外科、（膝）：膝関節外科、（肩）：肩関節外科、（股）：股関節外科

リハビリテーション科 田口浩之 田　口 田　口

リウマチ
膠 原 病
センター

リ ウ マ チ 科 水木伸一 水　木
鎌田一億 手　術 水　木

鎌　田
鎌　田

内 科 押領司健介 横田英介 押領司 押領司 横　田

泌尿器科
午 前 藤井元廣 田丁貴俊

矢野　明
藤　井 田　丁

矢　野
田　丁

午 後 予約検査 予約検査 第1・3
ストーマ外来

※月・水・金曜日は手術日につき、上記の診療担当医が変更することがあります。

耳鼻咽喉科
午 前

小川日出夫
高木大樹
有友　宏

篠森裕介
高　木
小　川

担当医 篠　森
小　川
有　友

担当医

手　術 手　術 手　術
午 後 検査（透視） 手　術 検査（透視） 手　術
※水・金曜日は、新患のみ診察いたします。

眼 科

午 前
児玉俊夫 山本康明 山西茂喜 児　玉 山　西
堀内良紀 堀　内 依光明生 山　本
鳥山浩二 池川泰民 鳥　山

午 後
児　玉 山　西 山　西
堀　内 手　術 堀　内 手　術 山　本
鳥　山 池　川 鳥　山

※火曜日は、初診患者の受付はおこなっておりません。

皮 膚 科 南　満芳 南 緋田哲也 南 南

形成外科 庄野佳孝 庄　野 手　術 庄　野 庄　野
※水曜日は手術日につき外来診療はありません。

麻 酔 科 安部俊吾 三世敏彦 安　部
西原紘子

心療内科
・精神科 ※当面の間、外来診療については休診いたします。

放射線科
新 患 村田繁利 村　田 村　田 村　田 村　田
予 約 吉岡真二 吉　岡 吉　岡 吉　岡 吉　岡
放 射 線 治 療 浦島雄介 浦　島 浦　島 浦　島 浦　島

歯 科
口腔外科

口 腔 外 科 寺門永顕 寺　門 寺　門 寺　門 寺　門

歯 科 中川雅博
兵頭正秀

中　川
兵　頭

中　川
兵　頭

中　川
兵　頭

中　川
兵　頭

※ 歯科口腔外科：紹介状をお持ちの患者さんのみ診察いたします。

　当院では、患者さんのご紹介をＦＡＸで頂いた際、診療科によって確認方法が異なって
おります。その中で一部の診療科（消化器内科・循環器内科・呼吸器内科・外科等）につ
いては、スムーズな診察に繋げるため、頂いた診療情報提供書を担当の医師や看護師が必
ず目を通し内容を確認をするため、お返事までに時間を要することがございます。上記の
診療科に限らず、お返事に時間を要することが明らかな場合には、一度その旨をご連絡さ
せていただきます。

地域医療連携室からのお知らせ ～紹介患者さん予約受付について～

紹介状のある患者さんに係る診療受付時間 （土曜･日曜･祝日・創立記念日（５月１日）を除く）

午後₃時まで受付可能な診療科（毎日）
内 科
肝 胆 膵 セ ン タ ー
消 化 器 内 科

小 児 科
放 射 線 科
腎 臓 内 科

循 環 器 内 科
歯 科 口 腔 外 科
外 科

午後₃時まで受付可能な診療科（曜日限定）
血 管 外 科
整 形 外 科
耳 鼻 咽 喉 科
眼 科
皮 膚 科
脳 神 経 外 科

月 木 泌 尿 器 科
リ ウ マ チ 科
呼 吸 器 外 科
小 児 外 科
心 臓 血 管 外 科

火 木
火 木 火 木

月 火 木 火 木 金
月 水 金 月 水 金
月 火 木 金 月 水
月 火 水 金

注：いずれの診療科も緊急を要し地域医療連携室を通した患者さんに限ります。
　　緊急を要しない患者さんの受付は午前 11時までとなります。
午前11時までの診療科
乳 腺 外 科（ 火・水・金 ） 形成外科（月・火・木・金） 神 経 内 科
麻 酔 科（ 月・水・金 ） 呼　 吸　 器　 内　 科 産 婦 人 科

注：いずれの診療科も緊急を要し地域医療連携室を通した患者さんに限ります。

　当院ではさらなる医療連携の強化・充実のため、当院ＨＰにおきまして、掲載の承諾を
頂いた登録医様の医療機関情報を掲載することとなりましたので、お知らせ致します。

登録医医療機関情報HP掲載のお知らせ


